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市役所内事務室の変更について
平成B年4月 1 日付け楓禍曹情に伴い、 ~の回樟の事璃賓が新たに配置&~董堕芭れました歯

電路について，，-市檀商代書 (34)1111以外I<:~但直通電顕著阻置しています.

位 置 .m番号
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企 園 • 際 中央槽4開 35-3657 

世 界遺産量昂推量話 北棟 6蹄 34-]唖67

個中住 理境藍帽 .所 "'樟 6階 34-1974 

女 性 政 負官 課 Jじ棟 2階 33-693円

健 思表 増 進 限 中央樟 l陪 34-1978 

東 $ 下 水 進 録 中央樽Z陪 36-5522 

.‘年指導セ :- ';1 - iヒ樺 6暗 33-1282 所在蜜更
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間 1日-，田市担圏全国本遭遇聞にち包み

粛の重曹忽格調民水源でおる比事姐ダム(三温無名.甫内〕

の建盟事塩見学会を開きます.

Iとを 16f16!l附午嫡9時事~午後4鈴頃

1・含崎町 午・9時半(時間厳守}
，.台湾南1布役所6開'"庁
{コ ス}市役所→比奈加グム→泊谷Aし孟うぷ剛{鍾会)

→近鉄奈良駅前→市役所(パス利用)

l定 員 1M人
l.m.1 I刷

奈良県警察官募集
【侵蹟責繍}

.笠隼月日 司瞬哩

..W AI 閉山4f121lから制的年刊Je
何時大学 icel'~ 'i"察している何)••• 

.寝官
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金事実しているもの)..， 昭制進学4112 B;/)':'酬鵬4月"

'"草創大学，乗~3JI;年E事実見込みのもの)

婦人.胴A 昭刷刷旧 日から昭和w，‘月1日
，.年聞大学を震に事業したもの度ぴ来年

3!1 J;$接見込者を含む}
灘署費揮官^' 笹製""については 今年9月1日に..予定.
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511 8!醐、"岨

'''''白金調1
第一次酬-，月岨限爆措附 "叫町)

県立二階盆高股 (天湾市.・.，

国 |間し喧わぜl拙審察署{時1110)l晴世斬ヘ
奈良荷..署，a⑧2001)1 

I その他1事でめ・加IJillI<ださい.量..，網走します.
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二象大筒爾一丁目，" ， 

冊センタ
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奈良保健所
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町一康
問一健

'"写叫1・"嶋崎入肘肝酬

で曲酔掛か"入1:，，)j開制F
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"削桝穫で岬f取川出

〈主田倉について〉
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鴎きん I .. 01~4L乙 65021'、
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市では 政世自転車等を会くすため紋a霊祭止区波を鉄道の主要駅周辺に設けてい
ます。
近鉄西ノ思駅では、駅周辺への放置が急増したのに伴い

を政置祭止区域に指定します。
その他の駅周辺は従来週りです。

みなさんのご協JJを必聴いします。

編集後 10
今年の刷費匹、、川 ゆく体冒捕すことが割 勺た.反薗 筏の縄調柑〈飾、たのは京穫のお糾Fかもしれない.
『ほととさす 白歯自在に間<，'1'，1;1 itt喧三県に 豆腐が二唱』と，.うけれど風混と体々 を両立Lたいものです.(A) 
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5月1E!から同駅周辺
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